
R５ 鹿児島学習定着度調査結果 （対象）５年 （実施日）令和６年１月１６日～１７日

《全体傾向》
すべての教科で通過率が、県平均を上回っていました。課題

であった『思考・判断・表現』は、正答率６割以上を本校の目
標値として設定していたのですが、こちらもすべての教科で目
標値を上回りました。中でも、社会、算数、理科の「思考・判
断・表現」は、正答率８割を超える結果となりました。

《課題と対策》
本年度の国語に、非常に興味深い問題がありました。本校の

多くの児童がつまずいた問題で、以下の文章を２つの文に分け
なさいという問題です。

わたしの学校も災害時には、避難所になると聞いたことがあったので、教頭先生に災害が起きたと
きに、すぐに利用ができる災害時用公衆電話があるのかをたずねてみることにしました。
解答には、１文目の「終わりの５文字」と、「文と文をつなぐ言葉」「それに続く最初の５文字」を

書くようになっています。 （ 。 (接続語) 、 ）
文を２つに分けるときのポイントは３つあります。１つ目は「どこで切るか」。２つ目は、原文は

常体か敬体か。そして、３つ目が接続語の選び方です。この３つ目を多くの児童が「なので」と書い
ていました。「な-ので」は連語であって、接続語ではありません。話し言葉では許されても、文章で
は文頭に置くことはできません。（例）雨なので傘を持っていこう。
この問題は、現代社会の大きなテーマの１つである「相手のことを思う」を象徴しているなと私た

ちは感じました。教育界で注目の「協働的な学び」もそうですし、本校の研究テーマである「非認知
能力」も、他者との関わりの中で獲得できる能力です。相手のことを考え、伝わりやすくするには、
１文を短くするのが鉄則です。
大人が先読みして、子供の言葉を分かってあげすぎると、言葉の力は伸びないと言われます。自分

の中だけで完結させず、常に相手意識をもたせる指導を今後も進めていきます。
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